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１．業績ハイライト
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業績ハイライト

売上高 58.6億円（前期比＋19% ）
• 過去最高の売上高

• 海外売上高が25.8億円（前期比+46%）に拡大

• CVD装置の売上高が9.6億円（前期比+124%）に拡大

当期純利益 6.3億円（前期比＋94%）
• 最高益を記録
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売上高
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受注高
（百万円）
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営業利益 / 売上高営業利益率
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(百万円)
当期純利益 / 売上高当期純利益率



総資産 / 自己資本比率
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２．新経営陣紹介

40周年（19/7月期）に向けた新成長戦略
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代表取締役会長兼CEO 辻 理

代表取締役社長兼COO 川邊 史

取締役執行役員 山下 晴彦

取締役執行役員 宮本 省三 （新任）

取締役執行役員 佐藤 清志 （新任）

社外取締役 村上 正紀

社外取締役 高須 秀視 （新任）

新経営体制
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昭和61年 4月 株式会社日立製作所入社

平成17年 4月 当社入社

平成29年 7月 当社経理部長代理

令和元年10月 当社執行役員経理部長（現任）

取締役執行役員 管理統括部長

宮本 省三

略歴
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昭和63年 4月 当社入社

平成28年 7月 当社営業推進部長代理

平成29年10月 当社執行役員営業推進部長

（現任）

略歴

佐藤 清志

取締役執行役員 営業統括部長
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昭和46年 3月 ローム株式会社入社

平成 9年 6月 ローム株式会社取締役
ULSI研究開発本部副本部長

平成21年 6月 ローム株式会社常務取締役
LSI統括本部長兼研究開発担当

平成25年 7月 ローム株式会社常務取締役
新規事業創出担当、品質担当

平成29年 8月 当社顧問（現任）

令和元年 6月 株式会社SCREENホールディングス
社外取締役（現任）

略歴

高須 秀視

社外取締役



３．中期経営計画
21/7月期－23/7月期

40周年（19/7月期）に向けた新成長戦略
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“グローバル中堅企業へ”
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経営理念 薄膜技術で世界の産業科学に貢献する

中期経営計画方針

① 独創的な技術を創造し、市場は世界

② グローバルニッチ市場でのリーディングカンパニーとして
最先端の製品・サービスを提供し、市場占有率を上げる

③ 高付加価値経営により事業の社会的責任を果たす



Ⅰ 営業利益率 20%
Ⅱ 海外売上高比率 50%
Ⅲ 売上高総利益率 50%
Ⅳ 新規事業売上 15億円

17

中期経営計画 数値目標



既存事業に

おける

数値目標

19/7月期
実績

20/7月期
実績

21/7月期 計画 22/7月期
計画

コア事業

23/7月期
計画

コア事業
上半期 下半期 通期

売 上 高 4,936 5,869 2,400 3,600 6,000 7,800 8,600
売 上 総 利 益 2,270 2,857 1,158 1,811 2,970 3,900 4,300
営 業 利 益 327 902 220 780 1,000 1,560 1,830
経 常 利 益 305 927 220 780 1,000 1,550 1,820
当 期 純 利 益 215 634 150 530 680 1,050 1,230
海外売上高比率 36.0 % 44.0 % 46.7 % 50.0 % 53.4 %
R O E 2.6 % 7.4 % 7.5 % 10.8 % 11.6 %

（単位：百万円）
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中期経営計画
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（%）

見込

（単位：百万円）

見込 見込実績 実績

売上高・営業利益計画
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配当金・配当性向
（円） （%）

（予想）



2110/19/20202013/6/4

I. 海外販売の拡大

II. 成膜装置販売の拡大

III. 新規事業の立上げ

重点課題

I. 海外販売の拡大
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海外売上高推移
（百万円）
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海外営業・サービス体制増強

支店、事務所

代理店

シリコンバレー

リヒテンシュタイン
samco‐UCP	

マレーシア

本社
ニュージャージー

シンガポール

台湾
上海

北京
韓国
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欧州
40台 中国

170台

韓国
80台

インド
30台

東南ア
80台

台湾
350台

国内
3,000台

北米
250台

海外での販売強化

豪
5台
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海外販売強化

16/7月期 17/7月期 18/7月期 19/7月期 20/7月期

アジア 826 831 1,641 1,061 1,595
中国 177 198 486 433 1,209
台湾 262 121 212 96 56
韓国 53 418 369 416 205

その他 332 92 572 114 124
北米 259 69 488 504 714
欧州 ー 37 112 209 159

その他 ー 94 ー ー 114
合計 1,085 1,033 2,242 1,774 2,584

（単位：百万円）



2610/19/20202013/6/4

I. 海外販売の拡大

II. 成膜装置販売の拡大

III. 新規事業の立上げ

重点課題
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成膜装置の販売強化
（百万円）

CVD装置

エッチング装置

洗浄装置

部品・メンテナンス
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ALD装置

CVD装置の性能向上、新規プロセス開発

液体ソースCVD装置

PD-270STLC PD-330STCAD-230LP

プラズマCVD装置

PD-3800LPD-2201LC
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デモの強化、研究所・大学等との共同研究促進

2020年7月10日
CVD装置デモルーム開設



3010/19/20202013/6/4

I. 海外販売の拡大

II. 成膜装置販売の拡大

III. 新規事業の立上げ

重点課題



initial

マイクロ流体チップ加工技術の確立、ビジネス化
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initial

• 試作機を東京大学などで評価中

• コロナウィルス除去にも可能性

• 『新型コロナウイルス感染症対策技術結集事業』

に選定
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医療器具用滅菌機販売の事業化



1. オプトデバイス分野

2. 電子部品分野

3. パッケージング・表面改質分野
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重点分野

1. オプトデバイス分野
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データセンター

レーザーダイオード （ＬＤ）

半導体レーザ

面発光レーザ
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LiDAR – Light and Detection Ranging

出典： Yole Developmenthttps://vel
odynelidar.
com/
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出典：Yole Development

LiDARの市場見通し

車載用途
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マイクロディスプレー市場動向

出典： Yole Development

ヘッドアップディスプレー

ARヘッドセット
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オプトデバイス分野向け装置



1. オプトデバイス分野

2. 電子部品分野

3. パッケージング・表面改質分野
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重点分野



4010/19/20202013/6/4



スマートフォン向け周波数フィルター

4110/19/20202013/6/4

出典： akoustis.com
出典： www.everythingrf.com

ＳＡＷフィルタ

ＢＡＷフィルタ
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出典： IDC

スマートフォンの世界需要見通し
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出典：Yole Development

パワーデバイスの市場予想
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出典： Omdia

GaN、SiCパワーデバイスの市場予想
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電子部品分野向け装置



1. オプトデバイス分野

2. 電子部品分野

3. パッケージング・表面改質分野
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重点分野
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パッケージング分野への応用

リードフレームの還元処理
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出典：Yole Development

パッケージングの市場予想
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常温自重で基板接合プラズマ処理

アクアプラズマ

COP

ガラス

COP

シクロオレフィンポリマー（COP）とガラスの常温接合

✓加熱、加圧が不要
✓マイクロ流路パターンの破損がない
✓超親水化が可能

従来の手法

アクアプラズマ
超親水化

高い水接触角

マイクロ流路への応用
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出典：Yole Development

マイクロ流路の市場予想
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パッケージング・表面改質分野向け装置



４．トピックス

40周年（19/7月期）に向けた新成長戦略
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東海支店移転・拡充（2020年1月14日）

• 東海・中部地方のサービス体制強化

• 長久手市から名古屋市名東区へ
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サムコ科学技術振興財団 研究助成

• 薄膜、表面および界面の研究分野の若手研究者を助成
• 若手研究者5名にそれぞれ200万円
• 9月9日2020年度 第4回研究助成金贈呈式を開催

54



ご静聴ありがとうございました

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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